
町の人口
Ｃ42．1月＊現在）

人　口　30，467
男　15，166
女　15，301
世帯数　6，985
前月とゐ比較
人口＋26

2月15。（1967）
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必
ず
・
三
月
一
日
ま
で

本
人
の
申
し
出
が
な
い
と
登
録
さ
れ
ま
せ
ん

三
月
盲
現
在
で
遺
草
人
名
簿
の
追

加
登
録
を
し
ま
す
。

●
三
月
一
日
ま
で
に
新
ら
し
く
遥
挙

権
が
で
き
る
人
●
過
挙
権
が
あ
っ
て
、

現
在
の
選
挙
人
名
簿
か
ら
洩
れ
て
い
る

人
は
、
三
月
一
首
ま
で
に
必
ず
登
録
の

申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
、

選
挙
椴
が
あ
っ
て
も
、
三
月
盲
ま

で
に
本
人
が
登
録
の
申
し
出
を
し
な
い

と
選
挙
人
名
端
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

葦
管
理
委
員
会
が
職
権
に
よ
っ

日
ま
で
に
登
録
の
申
し
出
を
せ
ず
遺
草
注
意
く
だ
さ
い
。

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
　
ま
た
三
月
二
日
以
後
に
申
し
出
を
し

こ
と
し
の
九
風
二
十
日
ま
で
に
行
な
わ
た
方
は
、
た
と
え
迦
挙
櫓
が
あ
っ
て
も

れ
る
選
挙
に
は
投
罪
で
き
ま
せ
ん
。
ど
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

譜
摘
出
自
分
の
名
前

三
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

も
し
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

こ
の
期
間
に
異
瑞
の
申
し
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
期
間
外
の
異
議
の
申
し
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

町
外
か
ら
転
入

さ
れ
た
方
に

町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
が
登
録
の

申
し
出
を
す
る
と
き
は
、
前
住
所
の
遜

挙
管
理
委
員
会
が
発
行
し
た
「
通
巻
人

名
簿
の
登
録
（
未
登
録
）
の
証
明
脅
し

を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
証

明
書
が
な
い
と
登
録
申
し
出
は
で
き
ま

せ
ん
。

追
加
登
録
の
申
し
出
を
受
け
付
け
た

あ
と
、
三
月
十
日
ま
で
に
名
簿
に
登
録

て
Ｖ
新
有
権
者
や
轟
洩
れ
の
方
を
登
す
る
か
ど
う
か
決
定
し
、
三
月
十
ｉ
日

録
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
　
か
ら
三
月
ｌ
宇
田
ま
で
み
な
さ
ん
に
ご

も
し
葦
梶
が
あ
っ
て
も
、
三
月
一
艦
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
の
名
前
が
登
録
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
こ
の
期
間
に
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

選
挙
の
こ
と
は

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
　
電
話
⑲
〇
六
三
一
番

円
庚
電
話
　
五
五
四
番

期日ま，でに・忘れずに

所
得
税
の
確
定
申
告

事
業
所
得
者
　
三
月
一
日
、
二
日

給
与
所
得
者
　
三
月
十
二
日

昭
和
四
十
一
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
け
付
け
が
つ
ぎ
つ
の
と
お
り
行

な
わ
れ
ま
す
。

◎
事
業
所
得
者

三
月
一
日
、
二
日
　
九
時
三
十
分
～

四
時
　
水
巻
町
町
民
会
館

◎
給
与
所
得
者

圭
月
十
二
日
　
十
時
～
四
時
　
若
松

税
務
所

※
所
得
税
の
確
定
申
告
は
三
月
十
五
日

ま
で
と
法
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
忘

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
率
八
〇
・
一
八
％

衆
議
院
議
員
選
挙

一
月
二
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
衆
躊

院
職
員
遜
挙
と
亀
嵩
裁
判
所
裁
判
官
に

つ
い
て
の
国
民
審
査
の
投
票
は
、
一
自

由
醸
り
続
い
た
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
高

い
誓
み
せ
、
こ
の
遜
革
に
対
す

る
町
民
の
関
心
の
強
さ
を
示
し
ま
し

た
。
こ
の
選
挙
の
水
巻
に
お
け
る
投
票

の
椿
弟
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
四
月
に
は
町
民
会
部
に
い
ち

ば
ん
身
近
か
な
統
一
塑
盛
挙
が
行
な

わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
選
挙
で
投

票
す
る
た
め
に
は
、
三
月
一
日
ま
で
に

申
し
出
を
し
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
し
か
抽
嫁
で
卓
ま
せ
ん
。

前
記
の
「
豊
丁
人
轟
追
加
登
録
の

し
か
た
」
を
よ
く
よ
ん
で
、
選
挙
権
が

あ
る
の
に
投
票
か
で
き
な
い
こ
と
の
な

い
よ
う
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

筒
単
に
な
っ
た
申
告

車
線
税
・
住
民
税

昨
年
域
で
は
、
県
・
市
・
町
に
そ
れ

ぞ
れ
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
地
方
税
怯
施
行
令
が
改
正
さ
れ

本
年
か
ら
は
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定

申
告
應
若
療
出
さ
れ
る
方
は
、
個
人
部

業
税
お
よ
び
個
人
住
民
税
の
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

場
合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
番
に
個
人

啓
業
税
お
よ
び
個
人
住
民
税
の
税
額
計

算
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
、

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
虎
申
告
書
の

提
出
義
務
の
な
い
方
で
、
個
人
事
業
税

患
た
は
個
人
住
居
税
の
申
告
義
務
の
あ

る
方
は
個
人
薗
喪
税
や
個
人
住
民
税
の

盟
品
若
県
・
町
に
違
出
し
て
下

さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で
に

贈
与
税
の
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

∴
贈
与
税
は
、
家
や
土
地
な
ど
の
不
動

産
や
、
株
式
、
現
金
、
貴
金
属
と
い
っ

た
動
産
、
そ
の
他
の
財
産
を
も
ら
っ
た

り
、
経
済
的
な
利
益
を
っ
け
た
墳
合
に

か
ゝ
る
税
金
で
、
財
産
を
も
ら
っ
た
人
、

が
税
金
を
納
め
ま
す
。

群
し
い
こ
と
は
税
務
賽
産
税
係

（
電
桔
⑬
二
五
三
六
）
へ
ね
た
ず
一

ね
く
だ
さ
い
。

曹
得
税
の
納
税

も
口
座
振
替
で

所
得
税
の
納
税
も
便
利
な
口
座
振
替

制
度
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
墾
二
期
分
の
納
税
か
ら
は
、
ぜ

ひ
こ
の
制
度
の
活
用
を
お
す
す
め
し
ま

一
・

税
の
こ
と
せ

お
た
ず
ね
は

税
の
こ
と
で
不
審
な
こ
と
、
わ
か
り

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
楓
査

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
　
⑳
9
ハ
三
一
番

は
つ
ち
っ
五
四
五
人
．

あ
す
を
に
な
う
新
成
人

一
月
十
五
日
の
成
人
の
口
、
町
は
こ

と
ー
歳
入
と
な
今
社
会
人
と
し
て
巣

立
っ
て
い
ノ
ヽ
若
人
五
百
四
十
五
人
を
招

卓
、
そ
の
成
人
と
な
ら
れ
た
こ
と
轟

念
し
、
前
途
を
祝
っ
て
．
成
人
式
．
を

行
な
い
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
と
し
た
若
人
の
意
気
に
柵

．投票者数及び投票率
（未練院悌員分）
区　分　　　　男　　　　女　　　　計

投　票者　数　　6，527人　　7，521人　13，778人
棄　権者　数　1，629人　1，777人　　3．406人
投票率　　　約．03％　　80．32％　　80，18％

投票所別投票日率
％
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第1．投票所　　83．70％

第2投窮所．77．94％
第3投票所　　77，83％

第4投票所　　78．94％

（最高戟々判官分）
区　分　　　　男　　　　女

投頭骨数　　6．488人　　7，180人
棄櫓音　数　1，668人　1，848人
投荊率　　　79．55％　　79．53％

衆議院議員得票数
稔
郎
堆
男

真
七
哉

多賀谷

松　本

森

緒　方　孝

伊　藤　卯四郎

雌
雄
造
久

三　原　朝
大　橋　傲

野見山　滑

田　代　文

と
と
の
っ
た
投
債
で
幼
児
教
育
を

党
党
属
党
党
党
党
党
党

会
食
　
会
金
主
　
主
産

杜
社
所
社
社
民
明
民
共

木
本
　
本
意
由
　
由
本

日
日
知
日
民
自
公
白
日

近
ご
ろ
人
間
形
成
の
基
礎
を
つ
ち
か

う
幼
児
教
滑
の
霊
草
性
が
隠
絶
さ
れ
、

保
育
園
の
普
及
と
内
容
の
改
善
充
夷
が

さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
は
こ
の
必
敵
性
を
準
、
感
心
、
頃

未
と
青
田
に
保
育
園
を
設
直
し
、
幼
児

の
保
育
・
情
操
教
育
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
が
、
保
育
園
と
は
単
に
幼
児
を
時

間
が
く
る
ま
で
預
か
っ
て
お
く
と
こ
ろ

托
児
所
で
あ
る
と
僻
さ
れ
か
ち
で
す
。

幼
児
の
健
全
な
発
達
は
家
底
で
適
切

な
兼
帯
を
行
な
っ
こ
と
に
よ
り
保
障
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
家
庭
の
事
情
の
た

め
保
育
に
欠
け
る
幼
児
が
で
曽
た
と
き

家
庭
に
代
わ
を
の
が
富
で
す
。

保
育
園
は
、
単
に
幼
児
を
時
間
か
く

る
ま
で
預
か
っ
て
お
く
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
幼
児
の
健
全
な
成
長
発
達

の
た
め
の
働
き
か
け
を
そ
れ
ぞ
れ
の
年

令
に
応
じ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

係
で
は
、
保
育
園
入
園
の
申
し
込
み

惹
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
を

お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
福
祉
係
電
醇
⑳
9
ハ
三
一

ち
る
式
場
で
西
尾
町
長
は
「
明
日
の
社

会
を
に
な
つ
の
は
皆
さ
ん
の
若
い
カ
で

す
。
よ
専
社
会
人
七
な
っ
て
く
だ
さ

い
／
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
、

頃
末
の
甲
鳥
だ
好
君
が
新
成
人
を
代
現

し
ｒ
科
学
文
明
の
悪
法
夢
は
着

せ
嘉
を
油
層
化
し
て
い
る
。

そ
の
激
動
す
る
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、

私
た
ち
は
社
会
人
と
し
て
の
柵
利
を
取

得
す
る
と
同
時
に
、
社
会
に
対
す
る
袖

珍
皇
嵩
軸
し
、
次
代
鼻
骨
お
う

艮
聯
あ
る
民
主
々
畿
国
の
社
会
人
と
し

て
、
郷
土
水
巻
、
国
家
社
会
の
発
展
の

た
め
に
鼻
音
を
つ
く
す
」
と
力
強
く
答

え
、
式
を
終
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
「
艮
柚
あ
る
社
会
人
と
し
て

郷
土
水
巻
、
国
家
社
会
の
繁
栄
に
つ
く

す
」
と
力
強
く
宣
誓
す
る
若
人
代
表
の

中
島
仁
好
潜
）

一一今月　の納税－

2月は固定資産税第4期分の納税月です。

お手もとにあります納付番で役場（遠賀信用

金庫）または、福岡銀行に納期内に納めてくだ

さい。

納期は2月28日までです。

猟
銃
の
所
持
は
二
十
歳
か
ら
に

ご
注
意
　
法
律
が
変
わ
り
ま
し
た

銃
砲
、
と
く
に
猟
銃
や
簑
銃
に
よ

る
暴
発
要
件
が
増
加
し
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
い
こ
う
し
た
危
険
な
銃
砲

を
取
り
瀾
填
る
法
律
の
盲
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
お
も
な
改
正
点
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
が
」
正
し
い
所
持
や
取
り

扱
い
に
つ
い
て
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
て
猟
銃
の
所
持
許
可
の
年
齢
は
、
従

．
来
の
十
八
地
か
ら
二
十
歳
に
引
普
上

げ
ら
れ
た
。

二
、
公
安
委
員
会
が
行
な
っ
鮒
穐
所
持

の
誓
受
け
て
そ
の
テ
ス
ト
に
命

格
し
た
も
の
か
、
忌
曹
長
は
丙
様

の
狩
猟
音
韻
習
合
の
終
了
旺
明
歯
を

も
っ
て
い
る
者
（
昭
和
四
十
一
望
ハ

月
七
日
以
降
に
轟
を
啓
見
た
者
）

で
な
け
れ
ば
所
持
許
可
は
お
り
な

ヽ
一
°

′
Ｖ
三
、
銃
は
、
狩
猟
、
有
事
渦
獣
の
駆
除

お
よ
び
公
董
会
の
襲
名
射

也
首
的
以
外
の
所
持
は
で
酋
な
い
。

四
、
所
持
軒
可
の
東
新
は
、
五
年
ご
と

に
行
な
わ
な
け
れ
械
な
ら
な
い
．

五
、
蝉
塾
生
ハ
弟
以
上
入
れ
ら
れ
な
い

鵬
蒼
の
つ
廟
だ
銃
や
、
銃
身
長
お
よ

び
鈎
の
会
長
が
一
泡
の
最
古
に
達
し

な
い
銃
な
ど
の
所
持
は
蹄
可
さ
れ
な

ヽ
一
ｔ

，
Ｖ
六
、
所
持
粁
喜
た
銃
は
、
必
ら

ず
稗
史
蕗
首
、
安
食
か
捻
薪
に
許

可
昏
た
本
人
が
責
任
を
も
っ
て

保
管
し
なｌ
町
れ
ば
な
ら
な
い
も

七
、
猟
銃
に
用
い
る
火
薬
勅
の
糠
り
受

け
、
較
り
渡
し
、
ま
た
は
消
費
の
許

可
な
ど
は
、
警
察
か
行
な
っ
こ
と
に

な
っ
た
。

こ】∴∴⊥」一、＿．⊥由工ＪｄＪ．亘∴丘曳」二一凰止－．．．一＿‥．‥　‥∴．．＿、．＿
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消
防
功
労
者
な
ど
表
彰

憲
章
圭
岩
出
ぞ
め
草

新
春
恒
例
の
町
消
防
団
出
ぞ
め
式
は

一
月
二
十
二
日
、
水
巻
中
学
校
々
産
に

お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド

い
っ
ぱ
い
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
分
列

行
過
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
槙
な
ど

に
団
員
の
盛
ん
な
意
気
が
示
さ
れ
た
あ

と
、
消
防
功
労
者
な
ど
の
表
彰
が
行
な

わ
れ
放
水
訓
練
で
は
な
や
か
に
式
を
終

え
ま
し
た
。

表
彰
者
氏
名
（
敬
称
略
）

表
彰
者
氏
名
の
下
の
数
字
は
所
属
分

団
を
示
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰
者

元
第
一
分
団
用
水
班
長
　
斉
藤
久
雄

元
第
四
分
団
消
防
部
長
　
畑
中
貞
利

福
岡
県
消
防
協
会
長

表

彰

者

◇
永
年
勤
続
者

（
二
十
五
年
以
上
）

川

島

　

弘

4

　

ゼ

（
二
十
年
以
上
）

佐
々
木
昭
義
2
　
森
田
　
正
3

（
十
五
年
以
上
）

平
城
　
茂
幸
3
　
小
田
　
哲
男
3

（
十
年
以
上
）

永
沢
　
借
夫
2
　
白
石
　
勝
数
2

渡
辺
　
敏
美
2

◇
防
火
消
防
施
設
宣
伝
の

普
及
改
善
功
労
者

清
水
一
雄
1
　
石
塚
　
章
（
宮
田

三
駐
在
員
）
　
森
田
　
正
3
　
藤

川
十
三
日
4
　
中
島
砧
次
5

◇
優
良
団
員

大
脇
寅
茹
1
　
宮
川
静
雄
2
　
井

上
保
雄
3
．
佐
藤
高
昭
3
　
川
島
弘

4
　
川
原
枇
4
　
田
中
義
一
5
　
有

吾
平
5

◇
火
災
現
場
功
労
者

吉
田
の
こ
　
本
村
一
組

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長

表

彰

者

◇
優
良
団
員
・

安
永
仙
之
助
1
　
竹
内
幸
雄
2

団
長
表
彰
者

◇
優
良
団
員

松
本
辰
美
1
　
八
坂
歳
光
1
　
千
田

和
雄
2
　
宮
崎
秋
生
2
　
川
北
克
秀

3
　
野
中
輝
雄
3
　
樋
口
弘
4
　
川

島
健
司
4
　
東
実
5
　
伊
藤
松
郎
5

町
長
表
彰
者

◇
人
命
救
助

樫
山
一
義
（
高
松
区
）
　
田
中
竹
次

（
梅
の
木
区
）

ぁ
い
て
お
り
ま
す
」

「
移
転
就
職
着
用
ア
パ
ー
ト

も
み
す
り
競
技
で
二
位
に

小
田
大
吉
さ
ん
（
机
）
ら

墾
二
回
北
九
地
区
も
み
す
り
競
技
大

会
が
一
月
十
日
、
八
幡
区
旧
璃
馬
場

跡
で
開
催
さ
れ
、
水
巻
町
か
ら
は
机
の

小
田
大
宮
さ
ん
、
梶
山
武
さ
ん
、
頃
末

の
浜
地
勲
さ
ん
か
チ
ー
ム
を
組
ん
で
出

場
、
み
ご
と
二
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

本
大
会
に
は
昨
年
も
猪
熊
の
大
貝
貴

美
雄
さ
ん
、
商
贋
秋
生
さ
ん
、
原
田
数

定
を
ん
の
チ
ー
ム
が
三
位
に
入
賞
し
て

お
り
本
町
の
技
術
求
準
の
高
さ
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
来
年
は
ぜ
ひ
本
町
か
ら

優
勝
チ
ー
ム
を
出
し
た
い
も
の
で
す
。

も
み
す
り
賊
技
二
位
と
な
っ
た

水
巻
チ
ー
ム
。
左
か
ら
梶
山
武

小
田
大
音
、
塀
地
勲
さ
ん

雇
用
促
進
貢
で
は
、
公
共
職
巣

安
定
所
の
紹
介
で
、
人
手
の
た
り
な
い

地
域
に
就
職
さ
れ
る
方
連
の
た
め
に
ア

パ
ー
ト
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

◎
こ
の
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で
き
嵐
ガ
は

Ⅲ
　
公
共
職
兼
安
定
所
の
紹
介
で
、

他
の
公
共
職
雑
家
定
所
の
暫
時
地

域
内
に
常
用
労
働
者
と
し
て
就
職

さ
れ
る
方
。

す
で
に
就
職
さ
れ
た
方
で
も
、

そ
の
就
職
が
過
重
二
年
以
内
で
あ

る
場
合
に
は
、
入
居
の
対
象
と
な

′
　
り
ま
す
。

∽
　
月
収
が
家
賃
の
五
倍
以
上
で
、

支
払
い
能
力
が
あ
る
方
。
・

㈹
　
扶
養
親
族
私
有
す
る
方
で
、
そ

の
扶
養
親
族
と
同
居
す
る
方
。

◎
こ
の
ア
パ
ー
ト
は

川
　
場
所
＝
別
表
の
と
お
り

㈹
　
構
蒋
Ｈ
Ｈ
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

一
棟
四
十
戸
、
各
戸
と
も
六

畳
、
四
・
五
牽
ギ
ツ
チ
ン
、
．

バ
ス
、
ト
イ
レ
ッ
ト
付

㈹
　
家
賃
此
月
琴
こ
、
七
〇
〇
円
（

建
監
鹿
に
よ
っ
て
多
少
の

ち
が
い
が
あ
り
ま
す
）

囲
　
入
居
受
付
＝
す
で
に
建
設
ず
み

の
ア
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
期

日
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
公
共
職

業
安
定
所
、
県
庁
職
業
安
定

裸
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
等

〕

　

Ｄ

′
Ｖ

横合所在地
区　常　田
区　荻　原
町　久　保
市　竹　下

区　小　柳
ら入居予定）ふ

〃

由ケ丘
予
　
予

工
篠
工

竣
　
竣

幡
幡
賀
岡
倉
月
白
月
町
月

∽
町
は
貫
目

像

（
原
（

八
八
古
福
小
　
宗
　
前

入
居
状
況

移
転
就
碓
着
用
宿
舎
の

〕
・
．
．
〕
㍉
・
主
、
二
言
∴
Ｊ
守
∵
㍉
・
‥
∵
■
寸
∵
　
二

滴
眉
診
断
の
結
果
発
表

勧
告
会
が
開
催
．
さ
れ
ま
す

叫
山
童
Ｒ
鼓
ｍ
Ｗ
Ｎ
恭
付
合
Ｎ
古
畑
油
津
遥
Ｗ
Ｎ
心
玉
Ｗ
Ⅳ
舟
山
Ｓ
柑
玉
Ｗ
Ｎ
付
寄
畑
玉
“
Ｗ
Ｎ
諒
Ｓ
三
忌
去
さ
苔
蛍
玉
歪
守
ざ
京
菜
蓉
寒
さ
層
ま
ま
Ｓ
替
玉
裏
書
芸
道
昏
漠
蓄
ざ
ミ
違
貸
室
賛
さ
箋
喜
祭
乳
首
層
嶺
蔑
寒
Ｓ
義
貞
温
瞥
蓄
迂
罫
嘉
貴
志
毒
害

年
度
末
、
そ
し
て
程
な
く
新
年
度
を

迎
え
、
今
年
も
ま
た
可
愛
い
新
入
生
が

あ
が
っ
て
来
る
だ
う
っ
。
学
枚
は
傭

翌
轟
え
、
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い

る
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
い
。

き
び
し
く
躾
な
く
て
は
だ
め
。

何
よ
り
も
勉
強
の
で
き
る
子
に
し
な

く
て
ほ
。

ん
。
い
つ
も
、
子
ど
も
の
味
方
と
な
つ
い
て
は
何
れ
ど
入
学
後
、
じ
っ
く
り

り
、
子
ど
も
心
に
同
情
し
な
が
ら
も
、
真
剣
に
括
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

さ
ら
に
、
よ
り
よ
い
導
を
の
き
憲
貫
で
、
こ
こ
で
は
は
ぶ
き
、
今
白
は
入
学

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
先
前
の
お
子
さ
ん
の
ど
両
親
に
学
校
か
ら

と
考
え
、
昔
な
が
ら
の
「
勉
強
家
」
「
生
と
、
家
庭
の
先
生
と
し
て
の
父
母
が

そ
れ
ら
新
入
生
ど
父
兄
の
お
気
持
ち
優
等
臣
と
夢
見
て
、
「
学
校
」
を
そ

を
想
像
し
な
が
ら
、
私
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
考
を
す
。

ひ
た
む
き
な
親
心
と
し
て
、
竃
わ

も
、
わ
か
子
を
り
っ
ば
に
育
て
た
い

と
い
う
願
い
を
お
持
ち
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
そ
の
親
心
の
表
わ
し
方
に

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。

あ
る
お
父
さ
ん
は
ー
ｌ

子
ど
も
は
自
由
に
、
の
び
の
び
と
育

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

お
と
な
が
、
と
や
角
干
渉
す
る
の
は

よ
く
な
い
こ
と
だ
。

自
然
で
あ
れ
、
自
由
で
あ
れ
。

と
考
え
て
、
子
ど
も
の
気
ま
ま
な
ふ
る

ま
い
を
、
そ
の
ま
ま
許
し
ま
す
。
わ
が

子
の
教
育
は
、
す
べ
て
学
枚
に
任
せ
き

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

か
と
思
う
と
あ
る
お
母
さ
ん
は
、

の
ま
ｌ
ま
「
家
應
」
に
ま
で
持
ち
込
み
、

「
勉
強
」
を
さ
せ
よ
う
と
努
め
ま
す
。

心
か
ら
協
力
し
、
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
の
教
育
の
効
果
患
高
め
て
行
こ
う

Ｌ
と
努
力
す
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

の
お
願
事
を
二
、
三
申
ト
冴
た
い
と
思

い
ま
す
。
第
二
健
康
な
か
ら
だ
で
学
校
に
あ

が
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

㌣
浴
掠
い
Ｊ
Ｊ
．
ト
ド
Ｊ
ｌ

へ
、
汀
．
｛
∵
㍑

つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

入
学
し
て
当
分
の
お
勉
強
は
、
生
構

（
特
に
喬
生
滑
）
が
教
材
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
人
生
に
お
け
る
明
る
い
社

会
生
活
、
正
し
い
社
会
生
活
、
の
基
礎

学
習
な
の
で
す
。
学
校
を
窮
屈
な
も
の

と
印
象
づ
け
た
り
、
先
生
は
こ
わ
い
も

の
と
思
わ
せ
た
り
、
友
達
の
選
択
を
親

の
忠
志
で
し
た
り
、
こ
の
よ
う
な
官
動

は
お
互
い
つ
つ
し
み
た
い
も
の
で
す
。

裾
龍
画
料
淵
湖
沼
静
榊
硯
帯
溌

1
苺
八
・
人
学
前
で
も
こ
相
談
を
・
・
、
・

頃
末
小
学
校
長
　
柴

こ
の
二
つ
の
立
場
は
、
全
く
対
照
的
　
在
校
生
の
ど
父
兄
も
勿
論
で
す
が
、

な
親
心
の
薗
わ
れ
で
す
。
　
　
　
私
は
新
入
生
の
ど
父
兄
こ
そ
、
物
啓
の

ど
ち
ら
が
艮
い
と
か
、
惑
い
と
か
い
最
初
に
当
っ
て
こ
の
「
本
当
の
親
心
」

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
や
理
屈
と
と
い
う
も
の
を
理
僻
し
て
頂
き
た
い
、
．

し
て
は
ど
ち
ら
も
正
し
い
こ
七
な
の
で
と
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は

す
。
反
面
ど
ち
ら
も
正
し
く
な
い
と
い
学
枚
の
先
生
も
、
家
で
の
先
生
（
父
兄

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
）
も
共
に
よ
く
理
解
し
、
出
来
得
る
限

ほ
ん
と
う
の
親
心
な
ら
ば
、
こ
ん
な
極
り
「
同
じ
賢
方
法
）
嘗
「
同
じ
速

田

子
ど
も
は
気
ま
ま
に
そ
て
ほ
な
ら
瑞
な
行
き
方
を
と
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
度
で
」
歩
き
た
い
も
の
、
甘
。
そ
れ
に

十
一
月
実
施
し
ま
し
た
お
子
輝
の
身

体
検
査
は
、
こ
の
た
め
の
健
康
診
断
な

の
．
で
す
。
注
意
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
方
は
入
学
ま
で
に
是
粁
治
療
し
て

皆
さ
ん
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ーヤ
ッ
プ
の
な
い

ス
タ
ー
ト
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
第
二
に
学
校
に
あ
こ
が
れ
、
先
生
や

お
友
達
を
こ
わ
か
ら
せ
な
い
よ
う
気
を

軍
こ
は
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
、

と
い
う
朕
を
で
薗
る
だ
け
つ
け
て
お
い
．

て
い
た
だ
魯
た
い
。
．
こ
れ
は
只
先
生
に

協
力
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
入

蛍
義
金
に
人
生
に
於
け
る
崖
精
神

の
啓
埠
で
す
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
、

出
来
は
え
が
悪
く
て
も
、
ど
ん
な
に
は

か
ゆ
く
と
も
、
や
ら
せ
る
こ
ち
そ
れ

か
教
育
技
術
で
す
。

以
上
三
つ
の
注
文
を
い
た
し
ま
し
た

が
個
々
の
お
音
ん
の
特
殊
な
も
の
は

そ
の
外
大
串
な
こ
七
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。も
し
そ
ん
な
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

入
学
前
で
も
結
構
で
す
。
学
校
毎

相
談
所
と
思
勺
て
く
だ
さ
っ
て
、
何
で

も
相
映
し
て
下
さ
い
。
も
し
即
答
で
き

な
事
ど
相
談
な
ら
遠
に
研
究
も
し
解

決
点
だ
け
で
も
見
出
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。
・

昨
年
十
月
以
来
実
施
し
て
き
ま
し
た

「
商
店
街
診
断
」
も
二
月
未
に
勧
告
書

の
絹
威
か
で
き
あ
が
り
、
珍
断
に
当
た

ら
れ
た
市
橋
先
生
の
勧
告
会
が
別
紀
の

と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
商
店
街
診
断
は
、
過
去
実
施

し
た
診
断
と
は
内
容
を
異
に
し
て
現
在

の
水
巻
町
の
状
態
を
み
つ
め
、
町
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
加
味
し
た
観
点
か
ら
商

店
街
と
商
店
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
指
針
を
与
え
る
広
域
的
な
商
店
扮
断

で
あ
り
、
恵
錦
深
い
も
の
で
す
か
ら
多

数
の
ど
参
芸
い
た
し
ま
す
。

勧
告
会
実
施
要
韻

二
場
　
所
　
町
民
会
館

二
、
日
　
時
　
三
月
十
五
日
（
予
走
）

午
後
一
時
か
ら

三
、
晴
　
師
　
北
九
州
大
学

市
桶
昭
平
先
生

ろ
う
あ
者
の

職
業
訓
練
生
募
集

社
会
掴
祉
法
人
福
岡
県
や
っ
あ
工
芸

会
で
は
、
ろ
う
あ
者
の
職
楽
訓
練
生
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

て
入
所
資
格

身
体
障
尊
者
手
帳
を
も
つ
る
っ
あ

者
で
、
満
十
五
歳
以
上
の
も
の

二
、
入
所
手
腕

十
五
歳
か
ら
十
七
歳
の
も
の
は
児

ま
相
紋
所
へ
、
十
八
歳
以
上
の
も
の

は
祥
祉
事
務
所
に
申
し
込
む

三
、
収
容
期
間

原
則
と
し
て
三
力
年
以
内
で
あ
る

が
、
必
要
と
認
め
た
と
尊
は
期
間
延

長
す
る

四
、
馴
瞥

木
工
科
　
（
和
洋
家
具
類
一
式
製

作
）縫
工
科
（
ミ
シ
ン
揮
執
、
練
製
品

一
式
製
凧
）

五
、
入
所
時
期

四
月
で
あ
る
が
実
情
に
よ
カ
随
時

入
所
も
瞞
め
る

六
、
経
　
費

入
所
後
の
費
用
は
鐘
者
の
収
入

な
ど
に
よ
っ
て
一
都
魚
眼
、
ま
た
摩

計
の
状
況
に
よ
っ
て
は
免
除
す
る
。

このような大きな損失がちょっとした不注臥たばこの吸いがら1本か

ら引きねこされます。

たばこの吸いがら　○吸いがらの投げ灼てはやめましよう。

○ねたばこはしないように。　　　　　　－岬一一一一鵬一

〇完全に消してから吸いがら入れに抽てましよう。

煙突、鯉適を調べてみましよう。

○煙突などの破損箇所は単く補修しておきましよう。

0煙道が天井軋嵐根喪など見えない所を通っている場所を注意して
調べましょう‘。，

ねたばこ　はやめよ　う
2月28日からは容の火災予防遊動が始まります。

避寒経済の発臥滑蟹生活の質的湖上などによる社会増塊の変化に伴

い災串も大射巳、複雑化の傾向をたどつ．て拘り、榊日41年軸こおける水
巻町の火災状況をみるとつぎのとおりとなっています。

22件．

林Ｌ　野　　21
脱害金租ｌ’446万円

出　火　件　数

腕　組　面・績

建　物　．390平方メートル
負　　傷　　者　　2　人

も
う
す
ぐ
【
年
生
。
学
校
に
行

く
の
が
ま
も
遺
し
い
な
。

（
鯉
口
区
幼
ち
園
で
）

ごめい福を

お祈りします

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典

返
し
に
か
え
、
多
額
の

食

用

墓

祉

協

議

会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
含

ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
故
人
の
と

め
い
神
を
つ
つ
し
ん
で

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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